
この事業は「横浜市受託事業」により実施しています。

　　

●ご来場の際は、新型コロナウイルス感染拡大状況により、開催中止やプログラムが変更になることもあります。必ずホームページで最新情報をご確認ください。
主　催： NPO法人横浜ひまわり家族会 ／横浜市障害者社会参加推進センター ／共　催：NPO 法人 横浜ダルク・ケア・センター    
後　援：神奈川県 ・横浜市社会福祉協議会 障害者支援センター・ 横浜保護観察所（五十音順）

お問い合わせ／NPO法人横浜ひまわり家族会    TEL 045-475-2063（木曜日10：00～16：00）携帯 080-3488-1996

基調講演：筑波大学医学医療系  准教授 森田  展彰  先生 　　　
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薬物依存症者を抱える家族の会　NPO法人横浜ひまわり家族会

第8回「薬物依存症者と家族フォーラム」
薬物依存症は「病気」です。 ～家族が笑顔を取り戻すために～

□
□
□
□
□
□
□
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8　252024 年      月　 日（日）　　
会　場：  南公会堂  横浜市南区浦舟町 2-33　南区総合庁舎 4 階　
開　演：12：30～１６：30（受付開始 １2：0０）　

　　  演 題「当事者・家族・援助者の対話的な働きかけによる
アディクションへの対応」   

＊体験談：家族・当事者からのメッセージ　＊Q&Aセッション
＊参加費： 無料   ＊事前申込制：会場定員250名（定員を超えた場合は抽選となります。）
＊ZOOMによるオンライン配信あり。（定員先着300名）
＊申込みは：ホームページhttp://himawari.yokohama /
　　　　　　       ＦＡＸ.045-543-3880      ＊申込み 締切り: 8月18日（日）      
　



薬物依存症者を抱える家族の会   NPO 法人 横浜ひまわり家族会

第8 回「薬物依存症者と家族フォーラム」
薬物依存症は病気です～家族が笑顔を取り戻すために～

 この事業は「横浜市受託事業」により実施しています。

お問い合わせ／NPO法人横浜ひまわり家族会〒222－0035 横浜市港北区鳥山町 1752 障害者スポーツ文化センター横浜ラポール３階 
TEL. 045-475-2063（木曜日10：00～16：00）携帯　080-3488-1996 (江原 )  FAX.045-543-3880 ／横浜ダルク   045-731-8666  
※プログラムは都合により変更する場合があります。 最新情報はホームページをごらんください。http://himawari.yokohama/ 

「当事者・家族・援助者の対話的な働きかけによるアディクションへの対応」

参加者
氏名 住  所

〒

メール

所属

手話通訳希望　 有・無電話（携帯）ＦＡＸ

◆プログラム
2024 年8月25日（日）
12：00　開場受付 　
12：30 　開　演／主催者あいさつ
　　　　　　　　  来賓あいさつ　
　　　　 体験談／家族からのメッセージ
                                     当事者からのメッセージ
13：30　休憩
13：45　基調講演／ 筑波大学医学医療系准教授
                               森田  展彰 先生  　　　       　
15：15    休憩　　　　
15：25     Q&A セッション
    　　　　  ファシリテーター：国立精神・神経医療研研究センター   　
　　　　　 　　　　　  片山  宗紀 氏
                       登壇者：森田 展彰先生・横浜ダルク施設長 山田貴志氏・
　　　　　               湘南ダルク施設長 栗栖次郎氏
16：25　 閉会あいさつ　
16：30　閉　会

◆会場案内／南公会堂（南区総合庁舎 4 階）

◆アクセス
・横浜市営地下鉄ブルーライン「阪東橋」 駅下車、出口１Bより徒歩
　8分・京浜急行「黄金町」駅より徒歩14 分
・来場は公共交通機関をご利用お願い致します。

●お申し込みは、氏名・住所・所属・電話・FAX・メールアドレス・手話通訳希望有・無をご記入の上、お申し込みください。
●会場参加定員250名を超えた場合、抽選となります。特に連絡がない場合はご参加いただけます。●ZOOMオンライン
定員先着300名（ご提供いただいた個人情報はセミナーの管理運営・感染症発生時の行政機関の調査協力に使用いたします。）

事前申込制・締切日：8月18 日（日） 
＊お申し込みは、ホームページ http://himawari.yokohama/ または、＊FAX.045-543-3880 下記
の申込書にてお申し込みください。＊ZOOMオンライン参加の方は、ホームページよりお申し込みください。

森 田 展彰 先生からのメッセージ
　近年、アディクションが多様化して、ネット依存やゲーム障害や市販薬・処方薬の依存が問題となって
いる。そうした事例では、未成年やひきこもり問題のアディクション当事者も多く、こうした場合に家族
は距離をとること以上に、安心できる対話的な関係をもつことが重要と思われます。家族間で安心でき
る対話を重視する手法としては、フィンランドの西ラップランド地方で作られた「オープンダイアローグ（開
かれた対話）（以下 OD）」が注目され、薬物療法なしの症状改善や生きる力の回復に役立つことが確認
されています。本講演では、OD の考え方や方法を紹介した上で、依存症の問題にこれを用いることを
みなさんと検討したいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   森田  展彰
◆森田  展彰（もりた・のぶあき）　筑波大学医学医療系 准教授　精神科専門医  医学博士
1963 年大阪市に生まれる。1989年筑波大学医学専門学群卒業、1993 年筑波大学大学院博士課程医学研究科環境生態系専攻修了。筑波大学社会医学系助手、
同講師を経て。2010年より現在の筑波大学医学医療系准教授。『DV加害者プログラムマニュアル』（共著）（金剛出版）、『虐待を受けた子どものケア・治療』共著（診
断と治療社）、『アタッチメントの実践と応用－医療・福祉・教育・司法現場からの報告）』共著（誠信書房）、 『アディクションサイエンス̶依存・嗜癖の科学』共著（朝
倉書店）など。主な研究テーマは、子ども虐待 ,ＤＶの加害者・被害者のケア、アディクションおよびその家族への治療・援助である。最近は、依存症の世代間
連鎖とその防止、更生保護施設の薬物問題のある人への支援を中心にとりくんでいる。


